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COPIO東西問題から南北問題へ 一一一、〆

1989年にソ連体制が崩壊してから、人類の脅威は、それまで主要な脅威であ

った東西問題（核戦争）のかなりの部分が、南北問題（テロと気候変動）へ移

行したとされる。 “「体制間の緊張」から「先進国と途上国の間の格差」へ'，、

とも言える。気候変動問題は地球環境問題であり、生物多様性を含む。南北問

題の象徴が(1) l.CO2削減の分担」とともに(2)「生物資源利用の利益配分」

である。名古屋で10月18日－29日に行なわれたCOPIO(生物多様性条約第10

回締約国会議）において、論議の中心は（2）であった。（1）を解決する基

礎になる原則は、気候変動枠組条約で示された、“共通であるが差異のある責

任”であるが、この原則は昨年12月のCOP15 (気候変動枠組条約第15回締約

国会議）では、先進国と途上国の対立によって、日の目を見なかった。COP10

で問われたのも、この原則である。この原則に立って大局観をもって処理され

なければ、対立は続き、温暖化と多様性破壊の危機は深化する。問題をさらに

複雑にしてきたのが、中国の台頭である。中国は途上国と称してきたが、新し

い体制の経済・軍事大国へと変貌してきた。新たな東西問題の発生であり、各

地で緊張と摩擦を生んでいる。

COP10では、「生物多様性」の理念問題は簡単に決着してマイナーな問題と

なり、実益問題がメジャーな問題となった。本来ならばこの逆であるべきであ

ろう。そして「多様性」を守る制度（レジーム）問題が主要な問題となるべき

ではないであろうか。たとえば日本では、外来種問題がある。固有の生態系を

維持するには、国際的にまたは国内的に何をなすべきなのか。このことが理念

問題としてではなくて、制度問題として、各国を拘束する形で合意されなけれ

ばならない。急速に種の絶滅が進行している現在、多様性条約の本来の精神が

生かされるべきではないだろうか。

川崎健（東北大学名誉教授）竺 一一一
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